





































　しかしながら，これらの技術を活かした AI は，特定の問題を解ける特化型 AI（も
しくは弱い AI）と呼ばれるもので，人間と同じように考えたりアイディアをもたらす
ような汎用型 AI（もしくは強い AI）には到達していません。したがって，AI によっ
て仕事が奪われるというような意味合いでシンギュラリティ（技術的特異点）と言う
言葉が用いられる事がありますが，そのような事態になることは当面は起こらないと
いえます。とはいえ，ここ数年でスマートフォンやタブレットの登場とともに AI に
よってコンピュータの使い方とあり方も大きく様変わりしています。そのため，AI を
いかに活用していくかが重要な時代となっていくといえます。このような時代におい
て情報メディアセンター紀要 COM が最新の情報を皆様にもたらす一助になれば幸い
です。
　最後になりますが，このたび情報メディアセンター所長をお引き受けさせていただ
くことになりました。何期か ICT 委員の経験はありますが，委員長としての業務には
不慣れなため ICT 委員会や事務スタッフの皆さんの協力を仰ぎながら責務を果たし
ていたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。
